
2019年
Vol.19 No.1



2019 年新年号

巻頭言
　新年のご挨拶	 8

窪井　　要

トピックス
　省エネ（2）	 10

河合　宏紀

海外だより
　中国の工業用塗装に影響を及ぼす環境規制	 14

中村　卓志

トピックス
　2018 年（平成 30年）を振り返って	 17

日本パウダーコーティング協同組合 事務局

＜組合便り他＞
組合便り
　2018 年（平成 30年）10月－ 12月の主な組合活動報告	 24

製品紹介（川口化成品（株）、（株）大瀧商店、ヒバラコーポレーション）	 27

後付	 36

編集委員会
編集委員長 河合　宏紀（カワイ EMI）
編集委員 荒川　　孝（日産自動車㈱） 壱岐　富士夫（日鉄住金防蝕㈱）
 竹内　学（茨城大学） 佐川　千明（関西ペイント㈱）
 桜井　智洋（コーティングメディア）
 野村　孝仁（日本ペイント・インダストリアルコーティングス㈱）
 下田　健介（日本パーカライジング㈱） 柳田　建三（旭サナック㈱）

制作・進行：パウダーコーティング誌 制作部　舘野 ＊委員長以外は 50 音順



掲載広告目次

株式会社ケツト科学研究所	 1
AGC株式会社	 2
久保孝ペイント株式会社	 3
グラコ株式会社	 3
株式会社小野運送店	 4
日本ペイント・インダストリアルコーティングス株式会社	 4
ロックペイント株式会社	 5
ナトコ株式会社	 5
旭サナック株式会社	 6
一般財団法人日本エルピーガス機器検査協会	 6
ホソカワミクロンワグナー株式会社	 7
株式会社三王	 19
株式会社板通	 20
横浜化成株式会社	 20
株式会社明希	 21
城南コーテック株式会社	 21
株式会社アック	 21
パーカーエンジニアリング株式会社	 22
筒井工業株式会社	 22
株式会社マルシン	 23
大日本塗料株式会社	 23



1



2

AGC株式会社



3



4



5



6



7



8

パウダーコーティング　Vol.19 No. 1

新年のご挨拶

窪井　要 *

巻 頭 言

*	一般社団法人国際工業塗装高度化協議会　理事長

　明けましておめでとうございます。
　旧年中は IPCOの活動に対しご理解とご協力を賜り
心より御礼申し上げます。また、本年も皆様のご期待
にそえるよう最大の努力をしてまいりますので、どう
ぞ宜しくお願い致します。
　IPCOはマネジメント推進委員会、スキルアップ推
進委員会、テクノロジー推進委員会という３つの委員
会から構成されており、それぞれが独自の企画で活動
すると同時に、心を一つにし、力を合わせて工業塗装
の高度化を目指し活動しております。
　さて、2018 年を振り返りますと、記録的大雪を記
録した「平成 30年豪雪」に始まり、西日本を中心に
甚大な被害をもたらした「平成 30年豪雨」。そして、	
「災害級の暑さ」と言われるほどの夏は、これまでの
気象スタンダードが通用しなくなったのではないかと
思わせる程の衝撃がありました。塗装の現場において
も、過去のデータを頼りに対応することが難しいほど
大きな気象変動を体感する一年であった印象です。ま
た、2018年６月 18日に大阪府北部を震源として発生
した震度６弱の「大阪府北部地震」、その後、９月６
日に震度７を観測した「平成 30年北海道胆振東部地
震」が発生しました。それぞれの地域は、地震が頻発
する危険な地域では無いという認識でした。大阪府北
部には塗料、塗装にかかわるメーカーも多く、被災状
況についてお聞きすることができました、また、北海
道といえば地震が少なく地盤が安定していることか
ら、大規模なデータセンターの集積地です。これらの
現実を鑑み、改めてBCPの重要性について考える機
会となりました。このように自らが制御できない要因
に満ち溢れた環境下で仕事をし続けるために、なにが
必要かをしっかりと考え、議論し、行動してゆく時に
来ていることを強く感じます。
　さて、2018年、IPCOは「国際」の名に恥じないよ
う全力で活動をしてまいりました。VOC排出抑制に
関する議題を中心に、環境関連の技術指導等を行って
まいりました。主な事業といたしましては、近畿経済
産業局と関東経済産業局主催の「VOC排出抑制セミ

ナー」への講師派遣にはじまり、日中都市間連携協力
プロジェクトとして中国・重慶市に専門家を派遣しま
した。また、東京都が推進する「民間と連携した揮発
性有機化合物排出削減対策推進事業」に採択され工業
塗装業界に向けた冊子を編纂しています。その後、ア
ジア大気汚染研究センターの要請により、中国・青島
に講師を派遣、つづいて、兵庫県からの要請で広東省
から訪日された家具メーカーと行政の方々に対し講演
及びディスカッションを行いました。そのほかにも、
IPCOスタディー及びIPCOカンファレンスを開催し、
業界内外への工業塗装技術の向上と認知拡大を目指し
て行動してまいりました。IPCOスタディーと IPCO
カンファレンスにつきましては後ほど触れます。
　厳しい地球環境や地殻変動等々、われわれの力で
はいかんともしがたい状況は存在しますが、しかし
この地球上で工業塗装をし続けるために、IPCOでは
「SDGs」を行動の中心に置き、工業塗装が持続可能な
開発目標を支える要素となれるよう行動しています。
具体的には、テクノロジー推進委員会において工業塗
装に関わる環境負荷低減、省力化やコスト削減に寄与
する技術や製品の開発支援及び用途開発を行い、業界
内外への認知拡大を進める事を目的としています。そ
の趣旨のもと、昨年３月に IPCOカンファレンスを実
施しました、当日は 100名近い来場をいただき大きな
反響を呼びました。今年も５月 10日金曜日に、東京
都立産業技術センターにて「環境と IoT」をテーマに
IPCOカンファレンスを開催いたします、ご期待くだ
さい。
　スキルアップ推進委員会では塗装従事者に対して広
範なスキル（人間力）の向上を目指し活動しておりま
す。現在、推し進めている IoT技術に関する勉強会
においても、技術的な話に終始するのではなく、IoT
（技術）と現場（人間）の関わりについてどうすれば
うまく融合することができるかという観点から情報提
供を行っております。塗装従事者の人間力を向上する
ことにより、産業界、ひいては社会における塗装従事
者の地位向上に寄与すべく活動しております。現在、
IPCOスタディーでは IoTをテーマに勉強会を開催し
ておりますが、IoTというテーマは IPCOにおいて３
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つの推進委員会が横断的に取り組み、工業塗装の高度
化に寄与すると同時に、SDGsに適合するためのツー
ルとしての視点からも取り入れてゆこうと考えていま
す。
　IPCOはテクノロジー推進委員会が中心となり環境
負荷低減、効率アップに関する情報収集と、実践的検
証を行い（SDGs	7、9、12、13に該当）、スキルアッ
プ推進委員会が IoTを中心とした工場内の管理及び
効率化を目指して活動することで、工業塗装の明るい
未来を目指しています（SDGs	4、7、9、12、13に該当）。
そして、マネジメント推進委員会では、「工業塗装の
あるべき姿」を目指し、実現している企業を評価する
システムを構築しようと考えています。工業塗装関連
企業として地球環境の未来に関与するためには、しっ
かりとした組織マネジメントが必要です。そして、そ
のマネジメントがしっかり根付いている企業が評価さ
れるしくみが必要だと考えています。この評価基準を
IPCOでは、「グッドコート規格」と呼び、2019 年に
はその骨格を作り上げようと考えています。また、こ
の規格は、発注者の皆様が工業塗装関連企業を選定す
る際の企業評価の基準にもなるものと考えています。
　工業塗装の現場では日々、環境負荷物質が使われ

生産が進んでいることも事実です。しかし、その塗
膜の持つ性能により、多くの耐久消費財は使用できる
期間が飛躍的に伸び、美観や新たな機能が付与されま
す。すなわち高機能化し高い付加価値を得ることにな
るのです。その素晴らしい「塗装技術」を高度化し、
SDGsに準拠した生産システムを構築することで、サ
スティナブルで環境負荷を極限まで低減した工業塗装
を目指し、IPCOは会員の皆様と力を合わせ、心を一
つにして前進してまいります。
　IPCOでは随時、会員及びサポーターの募集をして
います。我々の活動に興味のある方はどなたでもご参
加いただけます。また IPCOスタディーは、毎奇数月
に開催され、IPCO会員はもとより、会員でない方で
も、実費にてご参加いただくことができます。是非、
IPCOの活動をご自分の目で確認していただきたいと
存じます。
　結びに、IPCOは 2019 年も昨年同様、全力で地球
環境を守り、工業塗装の明るい未来を目指してまいり
ます。これからも IPCOに対し理解とご協力を賜りま
すよう心よりお願い申し上げ、新年の挨拶に代えさせ
ていただきます。

窪井理事長 （有）タナベ塗工所　田辺社長
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省エネ（2）
河合　宏紀 *

トピックス

１．はじめに
　昨年の秋季号で記述した省エネ（1）は、省エネを進
めるための体制づくりについての考えを述べた。今回
の省エネシリーズ（2）では、塗装工場を稼働するため
に設置されている各種設備機器のうち、運転に膨大な
エネルギーを要し、塗装品質とコストに対し重要な位
置づけとなる設備機器類の管理方法について記す。
　すなわち、省エネを具体化するということは、
SDGS（SUSTAINABLE DEVELOPMENT GOALS
＝持続可能な開発目標＝国連中心に 2016 年から始
まった、貧困に終止符を打ち、地球を保護し、平和と
豊かさを享受できることを目指す普遍的行動を呼びか
ける）（1）に確実の結びつけることになる。単に自社の
コスト低減のみでなく、地球環境改善に貢献すること
になる。
　ただし、主要な設備機器のうち、塗装機（塗料供給
装置、塗料と塗装用エアーの輸送パイプまたはホース
及び塗装ガン、付属の測定と表示機器等）は各塗装機
メーカーが独自に開発し続けているものであり、また
自動車塗装設備の塗装ブース空調用設備等は独特な仕
様となるので、ここでの記述は除く。
　そこで、一般的な塗装専業者の工場を想定し、多額
の電気エネルギー費を要する照明とコンプレッサーに
ついて、分かり易く使用機器の選択や作業管理方法等
について具体的に検討してみたい。
　今回の具体的な省エネ対象の選択（照明とコンプ
レッサー）は筆者独自の判断で決めたが、その他の塗
装関連設備機器を含め、どのような総合的省エネ（近
未来の目指すべき）の将来体制を考えるか、について
は非常に重要な課題となる（別の機会に記す）。

２．工場の照明と省エネ
　「工場の明るい職場」と言えば物理的な明るさより
も、活発に建設的な気持から大いに自分達の意見を発
言し、全員が協力して製品の品質、納期、コストを遵
守しながらものづくりに励むという姿が思い浮かぶ。
そのようないわゆる「風通しの良い職場」の雰囲気で
も、物理的に暗い工場では想像がし難くなる。
　逆に、明る過ぎても実務的には不適切な場合もあり、

「適切な明るさ」を持続することは簡単に考えてはな
らないと思う。

　2.1　塗装工場の工程ごとの明るさ
　塗装工場の職場は、工程毎に区分けされており要求
される明るさも異なる。また、設備機器の保守作業時

のみに使用する照明もある。
　まず、工場の作業内容ごとに、JIS Z 9110（2011）
照明基準総則の 5.4 工場　表 10 を一応の基準として、
明るさの参考として見て頂きたい（表１）。
　次に、JIS の作業例を参考に、若干無理なこじつけ
となるが、塗装工程の明るさに当て嵌めた。これを表
２に示す（塗装工程は、同誌の 2018 年秋号 p.14 の図
２による）。

　2.2	 タスク・アンビエント照明（2）による照明
の工夫や5Sによる省エネ

　塗装関連の全ての作業毎に、作業者と被塗物の位置
がどの様な状態であるのが適切か、明確な正しい知識
と実行が必要である。
　照明の工夫を簡単に言えば、「作業に支障の無い明
るさで低コストの照明」であろう。
　「作業がし易い」とは、暗くて見難くなく、明る過
ぎて眩しくもない状態である。その節電照明法の一つ
である、タスク・アンビエント照明は、作業を行う領
域には必要な照度を与え、その他の周辺領域には、こ
れより低い照度を与える。
　上記の状態を具体的に図示すると、一例として下記
の図１のように想定できる。

　2.3　その他の省エネポイント
　上記の他に、照明の省エネのポイントは、次の項目
が挙げられよう。
① 照明器具は、照明効率の良い LED が適切であろう。

但し、具体的な器具の選定は、その時点での最新
情報に基づいて決めることが大切で、その理由は

「LED ランプは、毎年書き直す必要があるくらい発
光効率が上昇し続けている」（3）からである。

② 発光源と見る対象物の距離は、「明るさは距離の２
乗に反比例する」（4）ことを認識した上で計画する
と良い。

③ タスク・アンビエント照明の場合も含め、高照度
を必要とする場所の照明は、光源を近距離に設置
し必要時にのみ点灯すれば、効率の良い省エネ体
制となろう。

④ 塵埃による照明器具の汚れにより照度が低下する
ので、汚れ除去のメンテナンスが大切である。塵
埃による光源の汚れにより光出力が、製造工場の
場合 12 か月で約 70％に低下するデータもある（5）。

⑤ 工場全体の明るさを保つことも大切で、建屋の窓
ガラス等の清掃も大切であるが、不十分な状態を
見かける場合もある。これらの基本は 5S であろう。

*　カワイ EMI
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図１　塗装検査工程の照明概念図

表1　JIS	Z	9110（2011）照明基準総則の表10（抜粋）

作業
領域、作業、または活動の種類 Ēm（lx） Uo UGR L Ra 注記

精密機械、電子部品の製造、印刷工場での
極めて細かい視作業、例えば、組立 a、検査
a、試験 a、選別 a

1500 0.7 16 80
色が重要な場合はRa ≧ 90、超精密
な視作業の場合には 2000 lx とする。

繊維工場での選別、検査、印刷工場での植字、
校正、化学工場での分析などの細かい視作業、
例えば、組立 b、検査 b、試験 b、選別 b

750 0.7 19 80
色が重要な場合はRa ≧ 90、精密な
視作業の場合には 1000 lx とする。

一般の製造工場などでの普通の視作業、例え
ば、組立 c、検査 c、試験 c、選別 c、包装 a 500 0.7 － 60 色が重要な場合はRa ≧ 90 とする。

粗な視作業で限定された作業、例えば、包
装 b、荷造 a 200 － － 60

ごく粗な視作業で限定された作業、例えば、
包装 c、荷造 b・c 100 － － 60

設計、製図 750 0.7 16 80
制御室などの計器盤及び制御盤などの監視

500 0.7 16 80
1）制御盤は多くの場合鉛直。2）調
光が望ましい。3）VDT 作業につい
ては 4.8 を参照。

注記　同種作業名について見る対象物及び作業の性質に応じて、次の三つに分ける。
a） 表中の a は、細かいもの、暗色のもの、対比の弱いもの、特に高価のもの、衛生に関係ある場合、精度の高いことを

要求される場合、作業時間の長い場合などを表す。
b） 表中の b は、a）と b）との中間のものを表す。
c） 表中の c は、粗いもの、明色のもの、頑丈なもの及びさほど高価でないものを表す。

表２　塗装工程に JISの類似作業例を当て嵌めた、明るさ表示

工程 JIS の類似作業例 明るさ（lx）
①被塗物吊り掛けゾーン 一般の製造工場での普通の視作業 500
②表面処理の管理作業 化学工場での分析等細かい作業 750
③塗装ブース 印刷工場での植字等細かい作業（同上） 750
④塗装完での外観検査 印刷工場での細かい視作業 1500
⑤被塗物外し作業 一般の製造工場での普通の視作業 500
＊ ②は、処理液分析等の自動計測の場合は照明不要となる。また、各工程の明るさ（lx）

は必要に応じて（ただし、実際の塗装工程では、被塗物の品質要求内容と形状、コ
ンベアスピードと検査の所要時間の関係等で）、光色や照明位置を調整している実績
もある。
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３．コンプレッサーについて
　コンプレッサーの運転には大電力を要すため、使用
機種選定から運転管理まで十分な配慮が必要であり、
設置場所の選定や保守管理を丁寧に行わないと、被塗
物の品質低下やエネルギー費の肥大化を招くことにな
る。省エネの配慮が特に大切である。
　コンプレッサーエアーは、塗装品質に大きく影響す
る。その役目の１事例としては、前処理で濡れた被塗
物の乾燥を確実にするために、エアブローにて溜まり
水を除去する。更に、塗装ガンから被塗物へ塗料を吹
き付ける輸送媒体である等々、塗装工程の中心的な働
きをする。また、このエアーは被塗物へ直接ぶつかる
ため、極めて大きく塗装品質に影響するので、コンプ
レッサーから吐出後に、エアドライヤー等により確実
に油やゴミ等の不純物を除去し、「乾燥エアー」とし
た上で使用しなければならない。

　3.1　コンプレッサーの省エネ
①コンプレッサーの機種選定
　十数年以前より、インバータ制御機種の本格的出現
により、従来機種に切り替えて低コスト化を図る趨勢
が、コンプレッサーを持つ多くの工場で、明確に進ん
だ（現存機種が寿命に至ってなくても、インバータ化
することでトータルコストが下がる可能性が大きい）。
　筆者の私見であるが、工業塗装の工場でも、諸事情
で機種切替えが遅れている場合があっても、現時点で

はほとんどがインバータ制御機種志向と考えられる。
その上で今後の省エネ焦点は吐出圧の低減と空気漏れ
対策が重要と考えられる。
②吐出圧の低減
　吐出圧を 0.1 MPa（104 Pa）下げると、消費電力が
約 8％節減できる（7）。
　　水切りのエアブローは、ほとんどの場合 0.4 
～ 0.5 MPa 程度で十分と考えられるが、現場ではそれ
以上の例が多い。作業者は「より確実に」を期して安
全サイドになりがちとなる。
③空気漏れ対策
　工場の非稼働時にコンプレサーのみ運転してみると、
空気漏れの「シュー」という音が聞こえる。発音箇所
には漏れ孔があるはずである。その孔の大きさとエ
アー漏れ量、損失電力及び損失電力量を図３に示す（8）。 
　聴覚によるエアー漏れ確認法は、手っ取り早く確実
な確認法である。
　エアー経路のつなぎ目が、金属→プラスチック
チューブへと簡易に繋いでいるケースも見掛けるが、
破損の危険性が高いと心配する。

　3.2	 コンプレッサーに関する、上記以外の省エ
ネ項目

① 日常の保守管理を確実に行うこと・コンプレッサー
オイルの確認・ドレン水抜き取り・吸込空気フィ
ルター清掃　等。

図２　吐出圧と消費電力の関係

図３　エアー漏れ穴径と漏れ量及び損失電力の目安（抜粋）
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② 設置場所に注意すること・高温空気を吸い込めば、
空気圧縮する電力費は高くなるので、風通しが良
く、直射日光が当たらない場所が良い。加温炉の
近傍等も避ける。

 ①、②共に保守作業をやり易い広さも必要で、レ
イアウトの工夫が大切であろう。

③ その他、エアー供給量が多く、負荷変動も大きい
場合は、台数制御運転が可能な複数コンプレッサー
の配置と配管や電気配線をする。更にレシーバー
タンクを設置してエアー供給量の安定化を図る。
等の配慮が塗装品質の安定化と省エネ向上に貢献
する。

４．その他の省エネ（照明、コンプレッサー
以外）

①塗装工場の省エネの対象となる電力関係の設備・
機器は、集塵機、前処理や排水処理用のポンプ類、
排気ファン、等がある。これらはコンプレッサー
と同様にインバータ制御化により省エネが促進さ
れるが、塗装工場特有の省エネ対策ではないので、
一般的な省エネ関連の文献、機器メーカー各社の
技術資料やカタログ等により、調査・検討される
ことをお勧めし、ここでの詳細説明は省略する。
但し、大切な省エネ項目であることには変わりな
い（塗装工程としての管理法などは、別機会に記

したいと思う）。
②一方、前処理の脱脂槽、水切り炉、焼付け乾燥炉、

脱臭設備等の加熱設備及びその加熱源となるボイ
ラー等は、前処理方法や塗料・塗装の根本的な改
革も含めて、省エネを考えるべきであるとも思う。
更に今回取り上げた電力についても、デマンド管
理、使用の平準化等を、省エネの一応の締めくく
りとして取り上げ、「省エネ（3）」として次号に取
り上げたい。

参考文献
 （1） ESG キーワード 55、SDGS（日経 BP 社）、p. 25
 （2） 省エネルギーの教科書、タスク・アンビエント照明、

（オーム社）、p. 84
 （3） 省エネルギーの教科書、高効率照明機器の採用、

（オーム社）、p. 83
 （4） 光と色の話、第 8 回照度の性質、照度と距離の関係、

（シーシーエス株式会社）、p. 1
 （5） 省エネルギーの教科書、照明設備の保守管理、（オー

ム社）、p. 92
 （6） 中小ビル・工場の省エネ、吐出圧力の適正化、（オー

ム社）、p. 70
 （7） 省エネのチェックポイント、省エネルギー対策は

適正か、（オーム社）、p. 59
 （8） musashi-kai jp/PDF/air 01_20111104 pdf
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中国の工業用塗装に影響を及ぼす環境規制
中村　卓志 *

海外だより

　2016 年３月、晴れてはいますが少し「白く霞んだ」
中国上海虹橋空港に降り立ちました。それから２年半
の駐在生活が始まります。赴任先は NIPPON PAINT 
CHINA CO.LTD（立邦塗料）で、最初の１年は蘇州
を拠点に中国全土の粉体塗料事業に、その後は上海に
拠点を移し粉体、液体含めた工業用塗料事業に携わり
ました。
　北京、上海、蘇州、広州他多数の都市では、郊外に
向け筍のように短期間で多くのマンション、ビルが建
てられ、街が拡大し続けています。都心の物価は高く、
住宅は高騰している中、大きな所得格差もありますの
で、都会に夢を持って出てきた若者達が近年は地元へ
戻る傾向もあると良く聞きます。
　私が最初に赴任した蘇州は上海の西約 130 km に位
置する都市で、上海、蘇州間は新幹線で約 30 分と比
較的容易に移動できますので、出張、観光、中国語の
勉強等で頻繁に行き来していました。蘇州西部は新区
と呼ばれる世界遺産のひしめく古い街並みや琵琶湖の
3.5 倍ほどの面積を誇る太湖もあり、風光明媚で観光
客も非常に多いエリアになります（写真１）。
　対して東部は工業園区というシンガポールと中国の
共同設計の街で、金鶏湖等の人口湖もあり道路、区画
整備が進んだ、一見どこの国にいるのか分からなくな
るほどの近代的なエリアです（写真２）。
　立邦塗料の粉体塗料工場の一つもこの工業園区にあ
ります。工場は工業団地にあるのですが、上記のよう
に都市部拡大の波に飲まれ、多くの様々な企業がより
郊外への移転を決めています。他のいくつかの粉体塗
料メーカーも別のエリアへ移転済みです。もちろんこ
れは環境規制の影響によるものです。今回、日本とは
大きく異なる中国の環境規制動向、それに対する企業

の対応を中心に私の体験をもとにご紹介したいと思い
ます。
　さて、冒頭の「白く霞んだ」とは霧でもかかってい
たのでしょうか？実は、主に PM2.5 を原因とする空
気汚染によるものなのです。中国には空気汚染程度を
数値化して示すスマートフォンのアプリケーションが
多くあり、私が出会ったほとんどの日本人が使用して
いました。中国人はあまり気にしないようでした。あ
くまでも一つのアプリケーションの例ですが（写真
３）、空気品質指数「50」は、日本では光化学スモッ
グで小学校等で登校禁止になるレベルです。上海や蘇
州近辺では50～100の日が多く、時々それを超えます。
霧がかかったように遠くのビルは見えにくく、太陽は
霞み（写真４）、特に呼吸器系の弱い子供達が影響を
受けていました。
　北京、天津、山東省近辺はさらに汚染が深刻で、目
の前で粉塵が舞っているのが見える事があります。ち
なみに日本は常に一桁です。PM2.5 の主な原因は、発

* 日本ペイント・インダストリアルコーティングス株式会社
 GIU 事業本部　第一技術部　部長

写真１　蘇州新区の山塘街

写真２　蘇州工業園区の金鶏湖と近代ビル群

写真３　空気品質指数
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電所、自動車、冬場の石炭暖房等と言われています。
自動車のナンバーで通行量を制限したり、国の大きな
イベントがある場合には一定期間工場の操業を停止し
たりといった対策はありますが、目立った効果は無い
ように感じました。
　環境規制対象として他に、VOC、CO2、O3、重金属、
粉塵、騒音等多岐にわたります（図１）。
　これらは日本と大差はありませんが、中国の環境規
制の最大の特徴は、規制の厳しさというよりも（現在
既に厳しいのも事実ですが）、厳しくなっていく変化
の速さだと思います。基本的には政府から法律施行、
改定の予告があるのですが、半年後、１年後という非

常に短い対応猶予期間に様々な企業が戸惑う場面に多
く直面しました。塗料、塗装、表面処理、メッキ等様々
な現場が、短期間での設備改善、投資や塗料タイプ切
り替え等の選択、決断を迫られています。投資は億単
位（日本円）になる場合も多く、塗料タイプ切り替え
では品質確認の時間、それに伴う設備変更も必要です。
　罰則の厳しさも中国の環境規制の特徴の一つです。
規制に違反した場合どうなると思われますか？即生産
停止が頻発していました。突然当局がやってきて数値
測定、また設備仕様を確認し、規定内でなければその
場で対象設備に使用禁止の貼り紙をされ生産停止とな
ります。日本ではとても想像できなかったので、最初
はとても驚きました。
　生産停止を回避すべく、できるだけ早期の決断、対
策が必要となります。自社の対策はもちろん、顧客か
らの相談も多数受けました。初動で重要なのが、正確
な情報入手となります。それは、省間、省内でもエリ
アによって規制内容が異なり（図２）、他エリア情報
を単純に水平展開できないからです。
　具体的な事例をご紹介していきます。上海、蘇州周
辺の江蘇省のある顧客は、粉体塗料と溶剤型塗料を使
用されてきましたが、VOC 削減規制の変化により溶
剤型塗料を水性塗料に置換するのか、粉体塗料を用途
拡大するのかの決断が必要でした。立邦塗料からも推
奨塗料、設備、スケジュール等を提案し対策について
協議していました。投資額や様々な想定リスク対策
検討の中、江蘇省ならではの要因もありました。江蘇

図２　環境規制法令（上海市）

写真４　上海の大気汚染

図１　環境規制法令（全省）
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省は、その数年前に起こった昆山（上海と蘇州の間の
都市）での粉塵爆発事故の影響で、粉塵に対する規制
が非常に厳しくなっているエリアです。粉体塗料メー
カーだけでなく、食品、医薬品、磁石等の企業が突然
生産停止に追い込まれたこともあります。その観点か
ら、長年の粉体塗料使用実績があるにも関わらず、単
純に粉体への置換に踏み切れないのです。粉体ではあ
りませんが、天津での爆発事故の影響も非常に大きい
です。北京、天津周辺は、溶剤に関しての規制が最も
厳しいエリアの一つであり、重要な国内、国際会議等
のイベントが開催されることも多いため、違反有無に
関わらず一時的な操業停止が発令されるエリアでもあ
ります。立邦塗料も天津に工場があります。他地区で
バックアップ製造した溶剤型塗料を天津工場経由で顧
客へ納入しようとしたのですが、天津工場への発送が
許可されませんでした。塗料製造だけでなく、デリバ
リーにも規制がかかっているということです。もう一
つ事例をご紹介しましょう。山東省の塗装現場に対し、
VOC 減量対策として排気脱臭装置に活性炭装着が義
務付けられました。VOC と言えばまず溶剤型塗料が

対象となりますが、現在の中国の規制ではハイソリッ
ド塗料でも不十分な場合が増えていますので、これら
が主な対象となるはずです。しかし実際はその区別は
されず、VOC 問題のない粉体塗装現場にも同様に適
用されました。その影響で粉体塗装現場までもが生産
停止になった例がいくつもあります。
　このようにエリアによる規制内容を正確に把握した
上で、設備で対応するのか、塗料を切り替えるのか、
はたまた移転するのかの検討となります。実際に顧客
とこのような協議、検討を行い、エリアやその他様々
な要因によって設備で対応した場合も多く、溶剤型塗
料は水性塗料、ハイソリッド塗料、粉体塗料へと置換
されてきました。
　ご紹介できた実例は極一部ですが、中国の環境規制
動向や現地の対応の様子が少しでもリアルに皆様に伝
われば幸いです。材料のサプライヤーもそれを使用す
る企業も、今後も急速に変化し続けるであろう環境規
制にどのように対応していくのかが、中国でビジネス
を継続、成長させていく上での大きな課題と思います。
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2018年（平成30年）を振り返って
事務局

トピックス

　これを書いてます平成最後の師走時（どき）、今年
はどんなことがあったか振り返ってみるともう何が
あったか忘れている自分に驚いた次第です。
　まず今年は「自然の脅威」を感じずにはおれない自
然災害が多かったですね。草津の白根山噴火、首都圏
の大雪、史上最速の関東の梅雨明け、その後の猛暑・
激暑、大阪北部の震度６弱の地震発生、その後すぐの
西日本の豪雨被害、北海道地震（ちょうど第 93回札
幌理事会の日で中止に）、12月初めまでの異常な暖か
さ -----。
　まだまだ被害を受けられた方々で今も大変な状況で
年末年始を迎える人たちが大勢おられるのではと思い
ます。
　次にスポーツですが、平昌オリンピック（もうかな
り昔の感じですね！）で羽生選手が五輪二連覇、前監
督の解任騒動があったにもかかわらずＷ杯では侍ブ
ルーの選手達が下馬評にもかかわらず決勝トーナメン
トまで駒を進めました。
　また、大リーグの大谷選手、テニスの大坂選手の活
躍、東北の県立金足農業高校の甲子園決勝進出などは
「大旋風」の感がありました。フィギュアグランプリ
シリーズで紀平選手が優勝したのは凄かったですね。
その後の全日本選手権では坂本選手が優勝！日本の女
子フィギュアは層が厚いですね。また、男子では高橋
選手の32歳での復活は凄いですね！
　逆に、相撲やアメフト、レスリング、ボクシング、

体操界では残念な話題が多く、今だにモヤモヤ感のあ
る気持ちの方も多々あると思います。
　政治の世界では、国の健全運営を論ずるよりも、不
正、不祥事、失言といったことへの互いの足の引っ張
り合い状態が現在も続いています。来年は国民が前向
きに希望を持てる国会にして欲しいですね。
　また、ルノー・日産・三菱連合の行く末も気になり
ますが塗装業界に関係するものとしてあとで何かのさ
しさわりが出てくるといけないので論ずるのは控えて
おきます。
　今年最後の方でのクリスマス株価暴落にはびっくり
させられましたけど、反発してその後少し戻り傾向に
ありますが2019年はどうなるでしょうか！
　さて、時事問題はさておき、本題の塗装・塗料業界
の方に入ります。
　それでは今年も経産統計等のデータから2018年（暦
年）を振り返ってみましょう（2013 年 -2018 年 10 月
の粉体塗料生産量及び販売量、全塗料の生産量及び販
売量、シンナー生産量及び販売量、シンナー抜きの全
塗料生産量及び販売量データは番外として冊子の最後
に参考として入れていますのでご覧下さい）。
　全塗料（シンナー含）生産量は 2008 年のリーマ
ンショック以前は 190 万トン前後で推移、リーマン
ショックで 2009 年は約 150 万トンまで減少、その後
160万トン台で推移、2018年は対前年比（1-10 月）で
98.5％とほぼ年間 165万トンペースです（図１及び番

図１　粉体塗料生産量と全塗料生産量の推移　暦年（万トン）（折線：全塗料　棒：粉体塗料）
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外の表を参照）。
　そのようななか、粉体塗料はリーマンショック前
まで 3万トン超あった生産量がリーマンショックで
2.6 万トンまで減少、その後は 2011年の東北大震災も
乗り越え徐々に増加して 2014 年には過去最高の 3.78
万トンでした。2018 年は対前年比（1－ 10 月）で
107.3％と全塗料が 100％を切っているにもかかわらず
かなり健闘している。最終的には過去最高の 2014 年
に近づくのではと思われます（図１及び番外の表を参
照）。
　ただし、2014年時は発注から納入まで最悪３～４ヶ
月という話も伺ったことがあるが、2018 年はその様
な話は聞こえて来ないので改善が進んでいる感があり
ます。
　塗料販売量から見ると、全塗料はリーマンショック
前までは 200万トン前後で推移、リーマンショックで
164万トンまで減少、その後170万トン前後で推移し、
2015年以降は 175万トンを超え、2018年は対前年比（1
－ 10月）で 99.8％とほぼ 180 万トン弱のペースを維
持し続けている（図２及び番外の表を参照）。
　粉体塗料はリーマンショックまで 3.7 － 4万トンで
推移していたが、リーマンショックで 3.1 万トンまで
減少、その後徐々に増加して 2015 年は 4.77 万トンと
過去最高であった。2018 年は対前年比（1－ 10 月）
104.5％とかなりの増加となっている。2018 年は 5万
トン超えもあるかと思われましたが、後半少し失速気
味で5万トンには届かないのではと思われます（図２
及び表 -2参照）。
　全塗料的には増えないなか、粉体塗料は環境に優し
い塗料として健闘、今後も溶剤系塗料からの切り替え
で水性樹脂系塗料と共に増加して行くものと考えま
す。
　ちょっと気になるデータですが、シンナー量が生産
量で対前年比（1-10月）101.6％、販売量で対前年比（1-10

月）101.5％と増えている。欧州や中国における環境
規制が大変厳しい状況の中、環境に優しい粉体塗料が
増加している点では良いのですが、VOCの面から考
えるとシンナーが増加するというのはいかがなもので
しょう。
　環境規制の強い欧州や中国においては溶剤系塗料が
規制され、水性樹脂系塗料や粉体塗料の使用が大変増
加して行っています。日本でのVOC規制は 2003 －
13 年の 30％削減目標達成までは良かったのですが、
それ以降は停滞気味です。環境に厳しい国での開発改
良が進み、日本の業界として出遅れ感が後々出てくる
ことがないか心配なものです。
　粉体塗料は大変環境に優しいこと、肌外観も以前
に比べれば各社の開発が進み格段に良好になってい
ます。更に生産設備面では日本ペイント・インダスト
リアルコーティングス㈱の粉体塗料生産倍増計画がリ
リースされたことは他社への影響も含めて今後に期待
できる材料です。
　塗装機械においては、塗装機器や自動塗装システム
等での改善・改良が進み、今後も ITや IoTの活用等
で更なる改善改良が期待できます。
　日本の粉体塗料・塗装は 2014 年以降ほぼ横ばいで
推移しましたが、2018 年は上昇の兆しが見えて来ま
した。2019 年は更に上昇する様皆さん頑張りましょ
う。
　最後に、平成31年（2019年）は４月いっぱいまでで、
５月からは新元号ですね。我々が気になるのは 10連
休の可能性もある金色週間に何をするかかもしれませ
んが、天皇陛下の即位式に一生でそう何回もあたるも
のではありません。厳粛にテレビ等でご覧になるのも
良いかと存じます。
　なお、世界及び中国等のデータに関しては集めてい
る最中ですので今後の号にて報告させていただきま
す。

図２　粉体塗料販売量と全塗料販売量の推移　暦年（万トン）（折線：全塗料　棒：粉体塗料）
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2018 年（平成 30 年）１０月－１２月の主な組合活動報告 

（日本パウダーコーティング協同組合活動報告） 

１）「パウダーコーティング」誌２０１８年秋季号発行  １０月２０日付 

２) 粉体塗装研究会セミナー  

１０月１１日   日本ペイント・インダストリアルコーティングス㈱（ＮＰＩＵ） 野村氏 

      ㈱ヒバラコーポレーション 小田倉氏、パウダー協事務局  

    １１月２７日   工場見学会 ： ㈲春日井金属塗装所, オプション ： 旭サナック㈱    

          

     会社説明中の㈲春日井金属塗装所 大久保社長様         会社前にて                     

         

      IPD 微粒化粉体塗装制御システムの塗装テスト風景      旭サナック㈱にて 

      （塗装者は㈱マルシン後藤専務） 

3) ＩＰＣＯ〔国際工業塗装高度化推進会議〕社員総会及び環境委員会 

    ① １０月１７日 : 第 7 回定例理事会（高橋理事） 地独）都立産業技術センターにて 

     第 6 回 IPCO 合同委員会 : 「2018 ものづくりマッチング JAPAN」の会場内セミ 

ナーとして開催（東京ビッグサイト） 

 ② 11 月１５日 ： 第３回ＩＰＣＯ Ｓｔｕｄｙ（高橋理事、小澤理事、福田）  

    ③ １２月１２日 第８回定例理事会（高橋理事、福田他）＆IPCO 合同部会 

  4) 戦略的基盤技術高度化支援事業(サポイン事業) アドバイザーとして参画 

   ① ㈱ヒバラコーポレーション（3 年目） 茨城 

     １１月９日 第二回サポイン研究開発推進委員会 

5) 新たな外国人材の受入れに関する在留資格「特定技能」の創設に関しての説明会 

   （経済産業省）  国会で審議されるものの事前説明会〔次回２０１９年１月２１日〕 

組 合 便 り  
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   12/12 IPCO 合同部会風景（窪井理事長の話風景） 

        

       

 5) 支部関係 

   ① 名古屋支部 年末研修会 １１月 ２７日 ローズコートホテルにて（４８名） 

     研修内容 ：  

      ① 関西イント株式会社の粉体塗料について 

                講師 ： 関西ペイント（株）工業塗料部 部長 今北 剛司氏 

            ② アルミニウム建材への粉体塗装仕様標準指針の発刊紹介と建築外装部 

材への粉体塗装施工事例 

          講師 ： 筒井工業㈱ 代表取締役社長 前島 靖宏氏 

            同社 取締役技術部長 黒野 竜嗣氏 

     研修会後懇親会（３５名、内粉体塗装研究会セミナーの中の組合関係者８名含） 

           

    

   ② 東京支部 １２月１３日 支部会及び忘年会（２４名） 

    忘年会シーズンの真っただ中の１３日（木曜日）に「和食バル 音音 八重洲鉄鋼 

        ビル店」（東京駅北口すぐ）にて忘年会を兼ねて支部会を行いました。。 
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   （報告事項）  

     ２０１８年４-１２月パウダー協東京支部活動報告。（東京支部見学会、講演会、海外 

視察研修報告等） 

       

         高橋支部長挨拶風景           それを聞く反対側の面々  

             

  9） 関係団体・関係会社等の総会・セミナー等 

   ① 10 月 19 日  ＣＥＭＡ第１９回技術シンポジウム（東京）  尚、関西は１１月 21 日。 

   ② 10 月 23 日 旭サナック㈱１３０回ユーザー技術教室（大阪 10/18、名古屋 10/11） 

      ③ 10 月 25 日  スガウエザリング学術講演会（アルカディア市ヶ谷）（大阪 10/30） 

   ④ 11 月 15 日  一財）日本エルピーガス機器検査協会（ＬＩＡ）創立５０周年記念会  

   ⑤ 12 月 6 日  高機能展（塗料報知新聞社セミナーにてミニ講演）         

   ⑥ 12 月 14 日 ＤＮＴ「カーテンウォールコーティングフォーラム 2018」 

 

（番外） １１/１０－１４の私用での関西訪問時にダイテック㈱伊賀工場様を見学させていた 

だきました。 

   
       ダイテック㈱伊賀工場様              同社三浦常務様 

     

        伊賀神戸駅（近鉄） 
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2018 年 10-12 月にご紹介の有りました新製品、製品のご紹介ページです。

① 川口化成品㈱川口社長様より（名古屋支部会員） 「IPD 微粒化粉体塗装制御システム」

  これは２００３年９月１１日受付、２００４年１月２３日受理されて、静電気学会誌 VOL.２８No.２別冊

(2004)120-126 に「微粒化静電粉体塗装システムの開発とその粒子荷電特性」のリニューア

ル版です。

２００３-４年当時 桜井浩、高橋 正〔㈱トップ工業社長〕、伊藤 孜〔故人〕

  リニューアル ： ㈱環境エネルギー技術研究所 飯高社長

このシステムについては、昨年１１月２７日に実施しました粉体塗装研究会工場見学会における

㈲春日井金属塗装所様訪問時に実演が行われました。

東は㈱川口化成品様、西は㈱環境エネルギー技術研究所対応とのことですが、会員の皆様

方に関しては㈱川口化成品様にご連絡いただければと考えます。（28～29P）

② ㈱大瀧商店 大瀧社長様より（組合ご加入予定） 「㈱大瀧商店製フォーミング抑制剤」

  フォーミング抑制剤と使用後のリサイクルについては 30～31Ｐをご覧ください。

  廃粉体塗料の新しいリサイクル方法のご提案です。（製品紹介では粉が紛になっています

がご容赦を！修正依頼致します。）また、２月２６日の粉体塗装研究会にてご講演いただき

ます。 https://www.ootakishouten.co.jp/

③ ㈱ヒバラコーポレーション 平成２８年度サポイン採択テーマ「ＩoＴ活用による遠隔地多品

種少量生産対応型塗装システムの開発」が最終を迎え、二つのカタログが出来あがりまし

たのでご紹介致します。ⅰ）前処理センシングシステム ⅱ）配合条件アドバイザー です。

（３２～35Pを参照下さい）

④ その他関係先よりのご紹介です。

   1) ㈱エココスモ（以前紹介した豪腕君のメーカー）  洗浄剤「クロスの星」

      http://www.eco-cosmo.com/clothnohoshi/index.html

   2) 海外研修ツアーで大変お世話になっています郵船トラベル㈱より（番外）  

   3) 日東電工㈱ 保護テープ（保護フィルム） 塗装面用保護テープのご紹介 PROFiNA

    AP-501,502,601  粉体塗装品の上に対する保護テープ（フィルム）のご提案・紹介

         併せて、油面接着テープ（開発品）のご紹介もありました。  
  4) 粉体塗装研究会及びＰＣＩとの接点でお世話になりました日産化学㈱（旧日産化学

工業）の篠田氏が健康食品グループ（同じファインケミカル営業部内ですが）に移ら

れ、霊芝を中心とした健康食品を取り扱っておられます。ご興味のある方はどうぞ。

3)4)の連絡先については当事務局まで！

この新製品紹介・製品紹介ページはＦｒｅｅとなっています。毎号 2社、2Ｐ/1 社を基本に考えて

構成を組んでいます。（但し、新製品の方を優先にしています）

組合関係者は奮ってご使用いただければと存じます。（事務局より）  

製 品 紹 介



28



29



30



31











36

パウダーコーティング	 ISSN	1346-6739
2019 年 1月 21日　Vol.19	No.1

発行所：	日本パウダーコーティング協同組合（JAPCA）
	 東京都港区芝 5-31-16　YCCビル９F
	 TEL:	03-3451-8555　FAX:	03-3451-9155
	 URL:	http://www.powder-coating.or.jp
制　作：	パウダーコーティング誌	制作部

©2019　日本パウダーコーティング協同組合
本誌に記載されたすべての記事内容について、日本パウ
ダーコーティング協同組合の許可なく転載・複写するこ
とを禁じる。

表紙解説
表紙絵画：小島輝夫
表紙写真
「南アルプス、観音岳からの朝富士」
　富士山を撮るべく南アルプスの観音岳に登る。黎明
の時刻を迎えると天空は何とも言えない幻想的な色彩
に覆われ、富士山が浮き出してきました。









日本パウダーコーティング協同組合会員各位

弊社、郵船トラベル株式会社では個人様向けの観光旅行も取り扱っております。

日頃よりご愛顧いただいております皆様へ、クルーズ商品のご優待割引をご案内申し上げます。

対象商品・お申込期間：

◆郵船トラベル・クルーズ商品： ３％引き （一部除外商品あり）

◆2019年7月10日までのお申込

お問い合わせ先： 郵船トラベル株式会社 一般旅行部・営業チーム

【担当： 児玉・池田・安達・曽根】

TEL： ０３－５２１３－６２１５ Email： tga@ytk.co.jp

https://www.ytk.co.jp

日本パウダーコーティング協同組合主催の海外研修視察ツアーにて
毎年大変お世話になっています郵船トラベル㈱様より下記ご案内が
参りました。皆様ご旅行の折に参考にして下さい。
また、海外視察研修は今年も計画致しますので皆様方奮ってご参加
いただければと存じます。



〔 訃報 〕

  201３年夏季号より「パウダーコーティング誌」にエッセイを隔季（新年号及び

夏季号）にて御掲載いただきましたインタースペース（エンジニアリング事務

所）の五木田 功氏が 2018 年 12 月 26 日にご逝去されました。

謹んでご冥福をお祈りいたします。

2013 年夏季号 ： 今こそパウダーコーティングのご活用を！

2014 年新年号 ： アラカルト（2-1.日本国の特許第一号は！ 2-2.私のエン

        ジニアリングロン（論）

2014 年夏季号 ： 思いのままに（題目無）

2015 年新年号 ： 思いのままに（漆のお話・最前線）

2015 年夏季号 ： 思いのままに（黴のお話）

2016 年新年号 ： 思いのままに（アルフレッド・ベルンハルド・ノベルとノベル賞）

2016 年夏季号 ： 思いのままに（旅のお話）

2017 年新年号 ： 思いのままに（膜の技術は力持ち）

2017 年夏季号 ： 思いのままに（錆と人間）

2018 年新年号 ： 思いのままに（色のお話）

2018 年夏季号 ： 思いのままに（道具のお話）          絶筆
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